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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月23日(2014.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器を冷却するためのシステムであって、
　大気を使用して電子機器と熱連通する第１の流体を冷却するように構成されるフリーク
ーリングシステムと、
　前記フリークーリングシステムに結合される機械サブクーリングシステムであって、前
記フリークーリングシステムがその最大冷却容量を超える量の関数として、前記フリーク
ーリングシステム内を流れる第２の流体を冷却するように構成される前記機械システムと
、
を備える、システム。
【請求項２】
　前記フリークーリングシステムが、
　大気を使用して前記第２の流体を冷却するように構成されるフリークーリング装置と、
　前記フリークーリング装置と流体連通するメイン熱交換器であって、前記前記第１の流
体から第２の流体への熱伝達を可能にするように構成される前記メイン熱交換器と、
を備える、請求項１に記載のシステム
【請求項３】
　前記機械サブクーリングシステムが、前記第２の流体の前記温度の関数として前記メイ
ン熱交換器に流れ込む前記第２の流体を冷却するように構成される、請求項２に記載のシ
ステム。
【請求項４】
　前記機械サブクーリングシステムが、
　前記メイン熱交換器に流れ込む前記第２の流体から、前記第１熱交換器を通って流れる
第３の流体への熱伝達を可能にするように構成される第１の熱交換器と、
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　前記第１の熱交換器と流体連通し、前記第１の熱交換器から流れ出す前記第３の流体を
圧縮するように構成される圧縮機と、
　前記圧縮機と流体連通し、前記圧縮された第３の流体から、前記メイン熱交換器から流
れ出す前記第２の流体への熱伝達を可能にするように構成される第２の熱交換器と、
　前記第１の熱交換器と前記第２の熱交換器との間で流体結合される減圧ユニットであっ
て、前記第２の熱交換器から前記第１の熱交換器へ流れる前記第２の流体の前記温度を下
げるように構成される前記減圧ユニットと、
を備える、請求項２に記載のシステム。
【請求項５】
　大気の湿球温度を感知するように構成される温度センサと、
　前記センサおよび前記圧縮機に結合される制御装置であって、前記検知された大気の湿
球温度の関数として前記圧縮機の前記速度を変えるように構成される前記制御装置と、
をさらに備える、請求項４に記載の冷却システム。
【請求項６】
　前記メイン熱交換器から流れ出す前記第１の流体を受け入れるように構成される流体受
器と、
　前記流体受器に入れられる前記第１の流体の前記液面を感知するように構成されるセン
サと、
　前記第１の流体受器に入れられる前記第１の流体の前記液面が所定のレベルを下回ると
きに前記第１の流体を冷却するように構成される第２の機械サブクーリングシステムと、
をさらに備える、請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第２の機械サブクーリングシステムが、
　前記流体受器内に置かれ、前記流体受器に入れられる前記第１の流体から、前記第３の
熱交換器を通って流れる第４の流体への熱伝達を可能にするように構成される第３の熱交
換器と、
　前記第３の熱交換器と流体連通し、前記第３の熱交換器から流れ出す前記第４の流体を
圧縮するように構成される第２の圧縮機と、
　前記第２の圧縮機と流体連通し、前記圧縮された第４の流体から、前記第２の流体への
熱伝達を可能にするように構成される第４の熱交換器と、
　前記第３の熱交換器と前記第４の熱交換器との間で流体結合される減圧ユニットであっ
て、前記第４の熱交換器から前記第３の熱交換器へ流れる前記第４の流体の前記温度を下
げるように構成される前記減圧ユニットと、
を備える、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第１の流体、前記第３の流体、および前記第４の流体が冷媒を含み、前記第２の流
体が水を含む、請求項７に記載の冷却システム。
【請求項９】
　前記機械サブクーリングシステムが前記電子機器に密結合される、請求項１に記載の冷
却システム。
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